
令和6年度
　　　常楽寺護持会会計決算書

令和6年度
　　　庶　務　報　告

令和6年度
　　　常楽寺特別会計決算書

篤志寄附

本堂耐震補強工事積立金状況

川手正一郎様・美弥子様
（故）浅利皓英様　

東京都
南アルプス市

3,000,000 円
30,000 円

皆様のご理解とご協力により、次のとおり集金できました。ありがとうございました。

1. 本堂耐震補強工事積立金状況 令和 6年 4月 28 日

6 月配布

７月 2日

20 日

9 月 18 日

10 月 2 日

12 月 7 日

令和７年 4月 13 日

令和 6年度護持会総会

『常楽寺便り』

除草剤散布（常楽寺）

除草剤散布（昌庵院）

山梨県宗務所護持会集会

特派布教「聞法の集い」

責任役員会（事業中間報告）

責任役員会（会計監査）

収入金額 1,280,688 支出金額 1,082,647 差引残額 198,041

《収入金額の内訳》 　　　(単位：円)
項　　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 摘　　要
会　　費 1,062,000 1,095,000 33,000 会費　　　365件
　雑　収　入 895 22,583 21,688 電柱敷地料　22,500円
繰　入　金 0 0 0 利息　　　　83円
　繰　越　金 163,105 163,105 0
合　　計 1,226,000 1,280,688 54,688

《支出金額の内訳》
項　　目 目 予　算　額 決　算　額 増　　減 摘　　要
事務費　 事　務　費 35,000 38,625 3,625 切手代　振込手数料
会議費 総　会　費 50,000 39,000 △ 11,000 監査　役員総会
事業費　 除　草　費 20,000 14,743 △ 5,257 除草剤散布
　　　　　　植木管理 120,000 115,000 △ 5,000

営　繕　費 30,000 3,300 △ 26,700 動噴、散布ノズル修理代
負担金　　宗　　　費 420,000 411,970 △ 8,030

宗務所費 130,000 120,950 △ 9,050
県仏教会 500 500 0
建物共済 245,000 242,180 △ 2,820 本堂用
水　道　料 35,000 31,152 △ 3,848 常楽寺外トイレ、　昌庵院トイレ　
電　気　料 18,000 15,227 △ 2,773 昌庵院トイレ

慶弔費　 見舞・香典 30,000 50,000 20,000 香典　生花 
負担金　　負担金 0 0 0
予備費　 予備費 92,500 0 △ 92,500
備蓄 定期預金 0 0 0

合　　計 1,226,000 1,082,647 △ 143,353

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　　  名執　　守　　　　㊞

収入金額 13,298,047 支出金額 6,182,280 差引残額 7,115,767

《収入金額の内訳》 （単位：円）
前年度繰越金 6,247,033
利息 1,929

篤志寄附金 3,030,000
積立金 119,085

　　　繰入金 (常楽寺より。本堂事務室改修分） 3,900,000
合　　計 13,298,047

《支出金額の内訳》
　　　本堂事務室改修工事 3,900,000
　　　山門シロアリ駆除 275,000
　　　本堂事務室エアコン設置工事 2,006,400
　　　　　　　　　振込手数料 880

合計 6,182,280
差引残高 7,115,767 円を次年度へ繰り越します。

令和 5年度

724,976 円

令和 6年度

119,085 円

令和 4年度

1,023,531 円

令和 3年度

805,586 円

令和 2年度

2,642,299 円

令和元年度

22,641,099 円



　

常
楽
寺
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
護
持
運
営
に
関
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
各
地
で
発
生
し
て
い
る
予
測
不
可
能
な
自
然
災
害
に
心
を
乱
さ
れ

る
と
と
も
に
、
光
熱
水
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、
米
な
ど
の
爆
騰
に
よ
り
、
生
活
す
ら
脅

か
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
殺
伐
と
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
慈
悲
の
心
で
す
。
気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
常
に
親
切
な
心
、
や

さ
し
い
心
、
ぬ
く
も
り
溢
れ
る
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
身
の
心
の
豊
か
さ
気
持
ち
の

ゆ
と
り
に
繋
が
り
ま
す
。 

　

さ
て
昨
年
度
、
本
堂
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
法
事
の
み
な
ら
ず
、
近
年
増
え
つ
つ
あ
る
家
族
や
近
親
者
、
ご
友
人
の
み
で
行
わ

れ
る
葬
儀
も
本
堂
に
お
い
て
無
理
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
ご
活
用
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
寺
院
を
取
り
囲
む
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
、
常
楽
寺
に
お

い
て
も
地
域
外
の
檀
信
徒
の
皆
様
の
割
合
も
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
寺
院

の
強
み
を
活
か
し
檀
信
徒
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
寺
院
運
営
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

護
持
会
会
長
と
し
て
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
長
い
歴

史
の
あ
る
常
楽
寺
の
護
持
会
長
と
し
て
、
役
員
の
皆
様
は
じ
め
檀
信
徒
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
無
事
に
諸
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
政
策
の
変
換
に
日
本
は
大
き
く
振
り
回
さ
れ
、
ま
た
収

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
か
の
よ
う
な
物
価
の
高
騰
に
私
た
ち
の
生
活
は
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
個
人
の
努
力
で
は
如
何
と
も
し
難
い
世
の
中
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
仏
様
で
あ
り
ご
先
祖
様
を
敬
う
気
持
ち
を
思
い
起
こ
し
た
い
も
の
で
す
。

仏
教
は
日
本
に
広
ま
り
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
自
然
災
害
や
戦
争
な
ど
様
々
な
苦
難

な
歴
史
を
見
守
り
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
は
「
和
を
も
っ
て
貴
し
」
と
言

う
よ
う
に
「
和
」
の
精
神
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
気
持
ち
を
一
つ

に
す
れ
ば
明
る
い
社
会
は
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
常
楽
寺
で
は
開
か
れ
た
寺
院
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。
護
持
会
に
お
い
て

も
本
堂
を
活
用
し
檀
信
徒
の
健
康
推
進
や
生
涯
学
習
な
ど
生
き
が
い
づ
く
り
に
繋
が

る
寺
院
運
営
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住　

職

　
　
　

坡
場　

徹
成

護
持
会
長

　
　
　

米
山　

敏
彦

常
楽
寺
便
り

令
和
七
年
度

納骨

ホームページ LINE Instagram


